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2025年11月６日 

各 位 

 会 社 名 株 式 会 社 ナ ッ ク 

 代表取締役社長 吉 村  寛 

 （コード番号 9788 東証プライム） 

問合わせ先 I R ・ 広 報 室 長 松 井 孝 哲 

 （T E L . 0 3 - 3 3 4 6 - 2 1 1 1） 
 

 

2026 年３月期 第２四半期（中間期）連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2025 年５月 15 日に公表いたしました 2026 年３月期第２四半期（中間期）累計期間の業績予想を

下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

●2026年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想数値の修正（2025年４月１日～2025年９月30日） 

 

２．業績予想修正の理由 

2026 年３月期第２四半期（中間期）の連結業績における売上高は、前回発表から 3,000 百万円減

少の 27,000 百万円、営業利益は同 250 百万円減少の 400 百万円、経常利益は同 200 百万円減少の

450百万円、親会社株主に帰属する中間純利益は同170百万円減少の280百万円となる見込みです。   

主な要因として、2025 年４月に施行された建築基準法の４号特例縮小に伴う建築コンサルティン

グ事業、住宅事業での業績悪化が挙げられます。４号特例縮小により、従来は構造審査が不要で

あった木造住宅の一部に対して、構造安全性の確認が義務付けられるようになったことで、建築コ

ストの増加や工期の延長などが発生しています。中小工務店への支援を行う建築コンサルティング

事業においては、完工時期の遅れが工務店のキャッシュフロー悪化に直結しており、結果的に当社

ノウハウ商品の販売数が伸び悩んだことで売上高が減少しました。住宅事業においても、当中間期

までに予定していた一部物件の売上が次期以降にずれ込む形となり売上高が減少しました。上記２

事業、特に利益率の高い建築コンサルティング事業での売上高減少は営業利益以下の各利益項目に

与える影響が大きく、利益減少の要因となりました。 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する中間純利益 
１ 株 当 た り 
中 間 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 30,000 650 650 450 10.48 

今回修正予想（Ｂ） 27,000 400 400 280 6.70 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 3,000 △ 250 △ 250 △ 170   

増 減 率（ ％ ） △ 10.0 △ 38.5 △ 38.5 △ 37.8  

[参考]前年同期実績 
（2025 年３月期第２四半期） 

27,836 763 755 107 2.51 
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また、レンタル事業及び新たに取り組んでいるイエスマート事業において、中期経営計画に基づ

き事業拡大のための新規出店や販促投資を行っており、先行して費用が発生していることも利益減

少の要因となりました。以上の各要因により、当中間期の連結業績は期初の業績予想を下回る結果

となる見込みです。 

 

なお、通期業績予想につきましては、レンタル事業・クリクラ事業において、年末商戦における

販売拡大による売上高、および利益の増加が見込まれます。また、建築コンサルティング事業にお

いては、既存商品をＩＴ導入補助金に対応した商品に改良することで、財務状況の厳しい工務店が

購入しやすい状況を構築するほか、下期にも複数の新商品販売を予定していることから業績の改善

を見込んでいます。以上の各要因により、通期業績予想は前回公開時点から変更ございませんが、

業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに開示いたします。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる場合がございます。 

 

 

以 上 


